
 

 

１０月定例記者会見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 令和元年１０月４日（金）１１時００分 

■場 所 ２階第１会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長の挨拶 

 

３ 市からの会見資料による情報発信 

 

４ 記者からの市政全般に対する質問 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 



定例記者会見資料 

                      令和元年１０月４日 

 

 

 

１１月  

 

３日（日） 

案 件 名 令和元年度 第１回 花とみどりの祭り を開催します 

問合せ先 建設部 都市計画課        ☎85-3603 Ｐ２ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 令和元年度 第１回 花とみどりの祭り を開催します 

日  時 令和元年１１月３日（日）１３：００～１６：００ 

場  所 
市民公園、市民文化会館ホワイエ、市民体育館東側（記

念植樹）、市民体育館前広場 

内  容 

市制施行３５周年を記念し、毎年５月に開催していた

「花の日」が昨年度で第３０回の節目を迎え、また、新

年号「令和」の時代を迎えたことから、『花とみどりの祭

り』と名称を変え、１１月の市民文化祭にあわせて開催

することとしました。 

 

■目的 

うるおいとやすらぎのあるみどりの空間をつくり、花

と緑で潤う住み良いまちづくりのため、緑化の普及・啓

発を展開し、各家庭をはじめ民間企業及び各種団体とと

もに、緑豊かな住み良い環境づくりを推進する記念日と

して、各種行事を開催します。 

■内容 

 ・記念植樹、植樹体験 

 ・園芸教室（盆景・苔玉教室、コンテナガーデニングほか。

当日各会場で受付。参加料 500 円） 

 ・花苗無料配布（引換券は文化会館前テントで配布します） 

 ・花とみどりのコンクール写真展示、ポスター入賞作

品展示、バラ展示、花苗の販売、緑の相談コーナー 

 ※雨天決行 

■主催 

 鳥栖市、鳥栖市花とみどりの推進協議会 

問合せ先 建設部 都市計画課 ☎８５－３６０３ 
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第１回 花とみどりの祭り 会場別行事スケジュール 

 

■市民文化会館ホワイエ（展示） 

時間 行   事   名 内       容 

10：00 

～ 

15：00 

花とみどりのコンクール写真展示 
参加者：個人 10 名 

団体 6 団体 

花とみどりのポスター入賞作品展示 
入賞作品：小学校 8 点 

       中学校 8 点 

バラ展示 主催 鳥栖バラ会 

 

■市民文化会館ホワイエ（式典・園芸教室）／市民文化会館前テント（引換券配布） 

時間 行   事   名 内       容 

13：00 花とみどりの祭り 開会式 

【出席者】 

市長、花とみどりの推進協議会会長、市議会

議長、県議会議員ほか 

（開会式終了後） 

13：20 花苗の『無料配布券』の配布 
花苗等無料配布の引換券 

※文化会館前のテントにて配布します 

13：30 

～ 

15：30 

園芸教室 

【フラワーデザイン教室】 

・会場にて当日受付（先着 30 名） 

・参加料 500 円 

・講師 花こよみ 

 

■市民体育館東側（記念植樹）※開会式終了後 

時間 行   事   名 内       容 

13：30 

記念植樹、植樹体験 

 

※カワヅザクラ 10 本 

ヤマザクラ 10 本 を植樹します 

【記念植樹】 

市長、花とみどりの推進協議会会長、市議会

議長、県議会議員 

 

【植樹体験】 

来賓（区長会会長ほか）、鳥栖市緑の少年団、 

 

※植樹体験者を募集。小学校 4～6 年生を対

象に先着 30 名まで。 

 申し込みは、電話または FAX で都市計画課

へ（℡85-3603 FAX85-2114）。 
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■市民体育館前広場（園芸教室・花苗無料配布・販売ほか） 

時間 行   事   名 内       容 

13：30 

～ 

15：30 

園芸教室 

【コンテナガーデニング教室】 

※プランターに花などを寄せ植えします 

・会場にて当日受付（先着 30 名） 

・参加料 500 円 

・講師 鳥栖市緑化協力会 

園芸教室 

【盆景・苔玉教室】 

※苔玉を使ったミニ盆栽を作ります 

・会場にて当日受付（先着 30 名） 

・参加料 500 円 

・講師 鳥栖基山造園組合 

14：00 

～ 

15：30 

花苗等無料配布 

（無くなり次第終了） 

・花苗の提供 グリーンファーム山浦 

・苗木の提供 鳥栖市緑化協力会 

・肥料の提供 鳥栖環境開発綜合センター 

13：00 

～ 

15：00 

みどりの相談コーナー 主催 鳥栖基山造園組合 

花苗の販売 主催 グリーンファーム山浦 
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定例記者会見資料（イベント情報） 
 

 

１０月 

 

５日（土） 

案 件 名 「轟木川清掃」～水陸同時作戦～ を行います 

問合せ先 市民環境部 環境対策課     ☎85-3561 Ｐ７ 

 

５日（土） 

案 件 名 「バスの日」イベント in 鳥栖 を開催します 

問合せ先 建設部 国道・交通対策課    ☎85-3602 Ｐ９ 

 

１２日(土) 

１３日(日) 

１４日(祝・月) 

案 件 名 
第２５回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０１９ 

【フッペル部門】（予選・本選） 

問合せ先 健康福祉みらい部 文化芸術振興課 ☎85-3645 Ｐ１２ 

 

１３日（日） 

案 件 名 「村田浮立」（市重要無形民俗文化財）が行われます 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課  ☎85-3695 Ｐ１６ 

 

１９日（土） 

案 件 名 
男女共同参画セミナー 男性の料理入門 

「メンズキッチン～本格カレーを作ってみよう～」 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課   ☎85-3508 Ｐ１７ 

 

２０日（日） 

案 件 名 「第１８回とす長崎街道まつり」が開催されます 

問合せ先 
長崎街道まつり実行委員会    ☎83-8415 

経済部 商工振興課       ☎85-3605 
Ｐ１９ 

 

２０日（日） 
案 件 名 

「四阿屋神社の御田舞」（県重要無形民俗文化財）が

行われます 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課  ☎85-3695 Ｐ２２ 

 

２０日（日） 
案 件 名 「こくさいカフェ」を開催します 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課   ☎85-3508 Ｐ２３ 

 



 

 

１０月 
 

２６日（土） 

ほか 

案 件 名 
史跡をより身近にするワークショップを開催します 

～勝尾城筑紫氏遺跡をもっと楽しむ方法をみつけませんか～ 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課  ☎85-3695 Ｐ２５ 

 

２７日（日） 

案 件 名 
「藤木の獅子舞」（市重要無形民俗文化財）が行われ

ます 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課  ☎85-3695 Ｐ２７ 

 

２７日（日） 

案 件 名 
「とすにほんごひろ ～とりんす～」消防書で緊急時

の対応について学びます 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課   ☎85-3508 Ｐ２８ 

 

 

 

１１月 
 

２日（土） 

３日（日） 

１３日（水） 

案 件 名 

第５８回鳥栖市民文化祭 ～とすフェス～ が開催さ

れます 

＊同時開催：防災フェスタ 2019 

      花とみどりの祭り 

      鳥栖・ツァイツ子ども交流事業ほか報告会 

問合せ先 
市民文化祭実行委員会      ☎85-3645 

（健康福祉みらい部 文化芸術振興課） 
Ｐ２９ 

 

 



 

情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「轟木川清掃」～水陸同時作戦～ を行います 

日   時 令和元年１０月５日（土）９：００～（受付は８：４０～） 

集合場所 市役所南駐車場 

内  容 

鳥栖市は鳥栖市環境保全協議会と共催で、轟木川及び市

役所周辺の道路沿いの清掃活動を二手に分かれて行いま

す。皆さんの手で“川”と“まち”をきれいにしませんか。 

多数のご参加をお待ちしております。 

 

■服装：水組（轟木川） 

・川の中に入ることができる服装 

     ・長靴や濡れても良い運動靴 

    陸組（周辺道路） 

・動きやすい服装 

■持ってくるもの：軍手、タオル、飲み物、着替えなど 

 

■申し込み不要。小学校３年生以下は保護者同伴。 

 ※団体として参加される方は、事前に申し込み下さい 

  （環境対策課８５－３５６１まで） 

■雨天などで中止の場合、当日の７：４０に、市ホームペ

ージ等でお知らせします 

 

【昨年の状況】 

実施日：平成３０年１０月２７日「沼川清掃」 

場 所：沼川周辺 

参加者数：１５１名 

ごみ回収量：１５０Ｋｇ 

問合せ先 市民環境部 環境対策課 ☎８５－３５６１ 
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【  日  時  】 受付 午前８時４０分 ／ 開始 午前９時００分   

【 集 合 場 所 】  鳥栖市役所 南側駐車場  ※ 駐車場・受付位置の詳細【ＱＲ】を参照 ↑ 

↑ 
 

【  内  容  】 水組と陸組の二手に分かれて、ごみ拾いを行います。（1 時間 30 分程度） 

水組は、川の中、川岸、川周辺のごみ拾いを５個班に分かれて実施します。 

陸組は、市役所周辺の道路沿いを１個班で実施します。 

【持ってくる物】 水組：長靴または濡れてもいい運動靴、着替え、水筒、軍手、タオル等 

陸組：動きやすい服装、水筒、軍手、火バサミ、タオル等 

【 そ の 他 】 ・雨天の場合は中止します。中止の判断は当日の午前７時３０分に行い、  

市のホームページなどで午前７時４０分頃までにお知らせします。 

・小学３年生までは保護者の方同伴でお願いします。 

・事前参加申し込みをされる団体は、水組と陸組でそれぞれ何名で参加されるかを 

 申込用紙に記載して下さい。 

・当日参加者は、受付時に水組か陸組のどちらを希望するかをお申し出ください。 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

鳥栖市役所 環境対策課 

ＴＥＬ 0942-85-3561 

ＦＡＸ 0942-85-2009 

令和元年 １ ０ 月 ５ 日 （ 土 ）  
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「バスの日」イベント in 鳥栖 を開催します 

日   時 令和元年１０月５日（土）１０：００～１５：００ 

場  所 ＪＲ鳥栖駅前バス停南交流広場 

対  象 どなたでも 

内  容 

市は、公共交通機関の素晴らしさを知っていただき、利

用促進を図るため「バスの日」イベント in 鳥栖を開催し

ます。バスに触れあえるイベントやキャラクターショーな

ど多様なイベントを行います。当日は、路線バス等に無料

（一部有料）で乗車できますので、ぜひ、ご利用ください。 

※明治３６年９月２０日に日本で初めてバスが運行したことを記念

して、９月２０日を「バスの日」として制定。全国各地で記念イベント

が行われています 

■路線バスの無料運行（終日） 

【市内路線バス】（麓線、河内線、弥生が丘循環線） 

 ※ただし、広域線（久留米～鳥栖線、鳥栖～神埼線、 

綾部線）は有料となりますのでご注意ください。 

【ミニバス】（鳥栖地区循環線、田代地区循環線、基里地

区循環線、旭地区循環線） 

【鳥栖プレミアム・アウトレット線】 

（鳥栖駅前発、西鉄小郡駅発） 

■各種イベント 

・復刻デザインバスの試乗会、ちびっ子運転士体験・撮影

会、クイズ大会 ほか（詳しくはチラシを参照ください） 

■雨天時 

・雨天等中止の際は、ホームページでお知らせします 

問合せ先 建設部 国道・交通対策課      ☎８５－３６０２ 
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 （案）                       

家族
か ぞ く

で「バスの日
ひ

イベントｉｎ
い ん

鳥栖
と す

」    

へ行
い

こう!! 
○開催

か い さ い

日時
に ち じ

 令和元
れ い わ が ん

年
ね ん

１０月
が つ

５日
に ち

（土）10：00～1５：00 

 

 

 

○会場

かいじょう

 鳥栖駅前バス停南交流広場  

○イベント内容
ないよう

 

 

 

 

 

 

★当日は、『路線バス（麓線、河内線、弥生が丘線）』と『ミニバス（全地区）』、『鳥栖プレミ

アム・アウトレット線（鳥栖駅前発、西鉄小郡駅発）』は無料で乗車できます。 

※ご注意：広域線（久留米～鳥栖線、鳥栖～神埼線、綾部線）は有料です。 

     ミニバス（旭地区）は、当日、小型乗用で運行します。 

     ミニバスは、満席の場合ご乗車できませんのでご了承ください。 

ちびっ子
こ

運転士
う ん て ん し

体験
たいけん

撮影会
さつえいかい

 

マスコットキャラクター撮影会＆ 

クイズ大会 

 

※イベント内容は、都合により変更となる可能性があります。 

「とっとちゃん」「フェレット」  

などがやってきます！ 

 

  

その他にも、「バスのペーパークラフト組立
く み た

て体験
たいけん

」  など 

『復刻デザインバス』の 

試乗会
しじょうかい

・展示
て ん じ

🚌 

ちびっ子バス運転士体験・撮影会

子ども用の制帽・制服で運

転手気分を味わえます！！

運転手気分で

ハイ、チーズ！！

 

高齢者福祉乗車券 

臨時販売会 

 

・クイズ大会 

① 10：30～ ②１3：00～ 

復刻デザインの「青バス」に

乗ることができます。 

試乗会(鳥栖駅前⇔鳥栖プレ

ミアム・アウトレット)  

所要時間：約 20 分 

乗車定員：30 人 

 

※詳しくは裏面をご覧ください。 

 

路線バス（広域線・市内

線）、ミニバスで使用でき

る福祉乗車券を当日販売

します。 

5,000 円分を 3 割負担

で購入できます。 

 

西鉄バスコーナー 

西鉄バスグッズやオリジ

ナルの缶バッジの販売を

行います。 

 
コスモス夢工房コーナー 

かりんとう、ラスク、パン

などの販売を行います。 

 

熱風
ねっぷう

！SG戦士なつ 

レンジャーがやってくる！ 

佐賀のご当地ヒーロー 
“熱風！SG 戦士なつレンジ
ャー”参上！！ヒーローショ
ー、握手会、撮影会を行います。 
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★ミニバスや路線バス等の地域公共交通は、皆様のご利用があってこそ継続的に運行ができます。 

★イベント、サッカー観戦等へは、公共交通機関を利用してお越しください。   

☆ちびっ子運転士体験 撮影会（10：00～15：00）  

子ども用の制服・制帽で運転士気分！日頃、座れない運転席に乗車できます。 

 

☆『復刻デザインバス』 試乗会・展示  

 西鉄グループ１１０周年を記念した復刻デザインバス車両です。 
「青バス」として活躍した車両を見学できます。 

 【試乗会】鳥栖駅前⇔鳥栖プレミアム・アウトレット P３駐車場（所要時間：約 20 分）※各便：先着 30 名 
＜鳥栖駅前発⇒鳥栖プレミアム・アウトレット着＞  
 ①１０：２０  ②１１：２０  ③１３：００  ④１４：００ ①便には、なつレンジャーも乗車！ 
（※当日、各便 30 分前から整理券を鳥栖駅前会場で配布）        

＜鳥栖プレミアム・アウトレット P３駐車場発⇒鳥栖駅前着＞ 
 ①１０：５０  ②１１：５０  ③１３：３０  ④１４：３０ ②便には、なつレンジャーも乗車！ 
（※当日、各便３０分前から整理券を鳥栖プレミアム・アウトレット P3 駐車場で配布） 

 
試乗会注意点！ 

・整理券は、お一人に 1枚の配布です。必ず列にお並び下さい。（小学生以上） 
・多くの方に体験していただくため、往復でのご利用はお控えください。 
 お帰りの際は鳥栖プレミアム・アウトレット線（当日無料運行）をご利用ください。 

☆高齢者福祉乗車券臨時販売（10：00～15:00） 

対象 
①75 歳以上の市内居住者  
②70～74 歳の免許証を期限前に返納した、または更新
しなかった人 
対象路線：路線バス（広域線・市内線）、ミニバス 
内容：1 冊 5,000 円分を 1,500 円（3 割負担）で販売し

ます。  
待ってくるもの：印鑑、身分証 

負担金（1 冊につき 1,500 円） 
 
 ※②は運転経歴証明書や失効した運転免許証などで確
認ができる人のみ 

  
 

☆クイズ大会 （①10：30～ ②13：00～）  

子供さん向けのバスにまつわるクイズ大会を行いま

す。最後まで残った方には豪華グッズをプレゼント

🎁（各回５人） 

 

①１０：３０～ 鳥栖市イメージキャラクター 

“とっとちゃん”  

②１３：００～ 西鉄バスマスコットキャラクター

“フェレット”  

≪協力：佐賀県プロサッカー振興協議会≫ 

 

≪問い合わせ先≫ 鳥栖市 建設部 国道・交通対策課  ☎８５－３６０２  

 

☆同日、14時からサガン鳥栖対 FC東京戦が 

駅前不動産スタジアムで開催されます。 

☆サガン鳥栖 １１月 J1 リーグホームゲーム日程（※場所は駅前不動産スタジアム） 

⚽1 1 / 2（土）14：00～（VS 横浜 F・マリノス） 

⚽11/10（日）15：00～（VS 松本山雅 FC） 

⚽11/30（土）14：00～（VS北海道コンサドーレ札幌）≪協力：佐賀県プロサッカー振興協議会≫ 
        

 
 

                                

 

 

熱風！SG戦士なつレンジャー 

ヒーローショー 

佐賀を愛し、佐賀の平和を守る 
バイタリティーソルジャー！ 
“熱風！SG戦士なつレンジャー”の 
ヒーローショーを１３：４０から開催！ 
ショーが終わった後は握手会、撮影会を行
います📷 
 
鳥栖プレミアム・アウトレットにおいて
も、11：００から握手会、撮影会を行い
ます。（※鳥栖プレミアム・アウトレット
ではヒーローショーは行いません。） 
場所：鳥栖プレミアム・アウトレット 

P3 駐車場 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 第２５回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０１９【フッペル部門】 

日  時 

●ピアノコンクール【フッペル部門】 

令和元年１０月１２日（土）（１次予選） 

１３日（日）（２次予選） 

１４日（祝・月）（本選） 

※審査開始：１３：００～（予定） 

●審査員によるロビーコンサート 

        １４日（祝・月）場所：市民文化会館ロビー 

※開場１０：３０ 開演１１：００～ 

場  所 市民文化会館 大ホール 

対  象 どなたでも（観覧無料） ※コンクール参加者３８人 

内  容 

市が所有するフッペル社製のピアノの悲話に込められた平和

への祈りを次世代に伝え、音楽による平和文化創造を願って実施

しています。 

同コンクールのフッペル部門は、レベルの高いコンクールとし

て全国各地から３８人の応募があっており、今回もハイレベルの

演奏が期待されます。 

過去の受賞者の中には、現在ピアニストとして音楽活動をされ

てる方もおり、最近では、フッペル鳥栖ピアノコンクール 2015「フ

ッペル部門」で優勝をされた、谷
たに

 昂
あき

登
と

さんが韓国・ソウルで行

われた「第 1 回若い音楽家のためのチャイコフスキー国際オンラ

インコンクール」で第１位に入賞されています。 

（前身の「若い音楽家のためのチャイコフスキー国際コンクー

ル」ピアノ部門も含めて日本人の優勝は初） 

 

鳥栖市が誇るフッペル鳥栖ピアノコンクールから世界へ羽ば

たき音楽の力でたくさんの方を元気にし、平和への祈りを伝えて

いってほしいと願い開催します。 

12



 

内 容 

また、コンクール本選（１４日）に先立ち、国内外で活躍中の

演奏家・指導者である審査員の皆さんが総出演する「ロビーコン

サート」や音楽評論家の奥田佳道さんの楽しいトークや解説とあ

わせてお楽しみいただけるコンクールとなっています。 

ぜひ、皆様のご来場をお待ちしております。 

 

■今後のスケジュール 

【ジュニア部門Ａコース】（本選）１１月１０日（日） 

【ジュニア部門Ｂコース】（審査）１１月１０日（日） 

 

■その他 観覧無料。どなたでも自由に入場いただけます。 

 

■主 催 

 フッペル鳥栖ピアノコンクール事務局 

（鳥栖市宿町８０７－１７ 鳥栖市民文化会館内） 

鳥栖市、鳥栖市教育委員会 

問合せ先 健康福祉みらい部 文化芸術振興課 ☎８５－３６４５ 
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ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ｂ
コ
ー
ス

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先
◆

　
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
　
〒
84
1-
00
52
　
佐
賀
県
鳥
栖
市
宿
町
80
7-
17

   
   
   
   
   
   
   
  　
　
 (
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
内
)

　
　
　
　
　
TE
L:
09
42
-8
5-
36
45
  F
A
X:
09
42
-8
5-
36
47

　
　
　
　
　
H
P:
ht
tp
:/
/w
w
w
.c
ity
.to
su
.lg
.jp
/2
75
9.
ht
m

　
　
　
　
　
E-
m
ai
l:b
un
ka
ka
ik
an
@
ci
ty
.to
su
.lg
.jp

◆
参
加
料
振
込
先
（
全
部
門
共
通
）◆
 

　
　
以
下
の
い
ず
れ
か
の
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
名
義
：
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

   
  　
　
　
 ■
 ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
 ０
１
７
８
０
－
４
－
９
０
３
３
６

   
   
　
　
　
■
 佐
賀
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
） 
 １
８
２
２
８
６
１

  　
　
　
　
※
参
加
す
る
ご
本
人
の
名
義
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
 ※
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
19
年
9
月
27
日
(金
)必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
　
審
　
査
　
】　
20
19
年
 1
1
月
10
日
(日
）

１
．
日
程
と
開
催
場
所

開
　
催
　
場
　
所

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

【
　
参
加
料
　
】

未
就
学
児
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/は
じ
め
て
の
ギ
ロ
ッ
ク

6,
00
0
円

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/子
ど
も
の
た
め
の
ア
ル
バ
ム

7,
00
0
円

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
シ
ュ
ー
マ
ン
/シ
チ
リ
ア
の
踊
り
op
68
-1
1（

ロマ
ン派
ピア
ノ小
品集
４/
ヤマ
ハピ
アノ
ライ
ブラ
リー
他）

・
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
/の
ば
ら
に
寄
す
op
51
-1
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
25
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

8,
00
0
円

高
校
生
の
部

・
シ
ョ
パ
ン
/ワ
ル
ツ
よ
り
任
意
の
1
曲
（
小
犬
を
除
く
）

・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
/ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
よ
り
任
意
の
1
曲
中
の
一
つ
の
楽
章
（
緩
徐
楽
章
を
除
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
シ
ョ
パ
ン
/即
興
曲
よ
り
任
意
の
1
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
,0
00
円

・
自
由
曲
（
10
分
以
内
）

大
学
,一
般
の
部

12
,0
00
円

中
学
生
の
部

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
18
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
/子
共
の
た
め
の
小
品
集
よ
り
op
.7
2-
2(

ロマ
ン派

ピア
ノ小

品集
４/
ヤマ

ハピ
アノ

ライ
ブラ

リー
他）

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/ワ
ル
ツ
op
.3
9-
8（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

9,
00
0
円

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
平
吉
毅
州
/「
虹
の
リ
ズ
ム
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/甘
い
夢
op
.3
9-
21
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
グ
リ
ー
グ
/ア
リ
エ
ッ
タ
op
.1
2-
1（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

8,
00
0
円

（
1）
審
査
は
本
選
の
み
で
予
選
は
行
わ
な
い
。（
2）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。（
3）
進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。

（
4）
大
学
、
一
般
の
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い（
曲
順
は
自
由
）。
（
5）
繰
り
返
し
は
す
べ
て
省
略
す
る
こ
と（
但
し
D
.S
./D
.C
.は
省
略
し
な
い
）。

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
楠
本
 隆
一
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
田
中
 美
江
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
宰
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
参
加
者
全
員
に
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
の
い
ず
れ
か
の
賞
（
賞
状
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
 ※
金
賞
受
賞
者
に
は
、
20
20
年
3
月
20
日
（
金
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ート
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
  ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
下
記
に
記
載
）

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
19
年
9
月
9
日
（
月
）
～
20
19
年
9
月
27
日
（
金
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
◆

＊
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
20
分
、
西
鉄
バ
ス（
1,
2,
6,
10
,4
1,
43
番
）　「
西
鉄
鳥
栖
」下
車
徒
歩
5
分
/（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」下
車
徒
歩
1
分

＊
九
州
新
幹
線
・Ｊ
Ｒ
新
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
25
分
、
西
鉄
バ
ス
（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」
下
車
徒
歩
1
分

　
※
福
岡
空
港
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
50
分
程
度
≫
　
　
※
博
多
駅
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
30
～
45
分
程
度
≫
　

第２
5回
フッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノコ
ン
ク
ー
ル２
０１
9

実
施
要
項

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

Pr
es

en
ts

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

Pr
es

en
ts

フ
ッ
ペ
ル
部
門

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

20
19

. 10
.12

（
Sa
t）
, 13

（
Su
n）
, 14

（
M
on
）

20
19

.　
9.

8（
Su
n）

20
19

. 1
1.
10

（
Su
n）

20
19

. 1
1.
10

（
Su
n）

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

予
 選

本
 選

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
　
　
　
催
：
鳥
栖
市
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
、
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

特
別
協
賛
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
　
　
　
援
：
佐
賀
県
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

特
別
協
力
：
鳥
栖
市
文
化
事
業
協
会
　
　
  協
力
：Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
M
us
ic
N
et
w
or
k 
す
み
れ
会
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フ
ッ
ペ
ル
部
門

　
　【
第
１
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
〈
1〉
と
〈
2〉
を
演
奏
す
る
。（
〈
1〉
→〈
2〉
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と
）

　
　
　〈
1〉
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
作
曲
　
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
 第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
か
ら
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
）

　
　
　〈
2〉
自
由
曲
（
複
数
曲
可
）（
演
奏
時
間
は
〈
1〉
と
〈
2〉
を
合
わ
せ
て
10
分
以
内
。
自
由
曲
の
曲
順
は
自
由
と
す
る
）

　
　【
第
２
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
か
ら
１
曲
（
全
楽
章
）
を
演
奏
す
る
。

　
　
　
◆
ハ
イ
ド
ン

　
　
　
　
①
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 H
ob
.X
V
I/
20

　
　
　
　
②
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
イ
長
調
H
ob
.X
V
I/
46

　
　
　
　
③
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
長
調
H
ob
.X
V
I/
50
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
④
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ホ
長
調
H
ob
.X
V
I/
52

　
　
　
◆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
⑤
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 K
.3
10
(K
.3
00
d）
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑥
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 K
.3
11
(K
.2
84
c）

　
　
　
　
⑦
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ロ
長
調
 K
.3
33
(K
.3
15
c）

　
　
　
　
⑧
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 Ｋ
.4
57

　
　
　
　
⑨
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 Ｋ
.5
76
（
第
1
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
◆
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
⑩
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
8
番
 ハ
短
調
「
悲
愴
」 
op
.1
3

　
　
　
　
⑪
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
12
番
 変
イ
長
調
「
葬
送
行
進
曲
付
き
」 
op
.2
6（
第
2楽
章
の
ト
リ
オ
、第
3楽
章
、第
4楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑫
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
13
番
 変
ホ
長
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
1（
全
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑬
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
14
番
 嬰
ハ
短
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
2 
≪
月
光
≫（
第
2楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
） 　

　
　
　
　
⑭
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
17
番
 ニ
短
調
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」 
op
.3
1-
2

　
　
　
　
⑮
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
26
番
 変
ホ
長
調
「
告
別
」 
op
.8
1a

　
　
　
◆
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　
　
　
　
⑯
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.5
37

　
　
　
　
⑰
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
長
調
 Ｄ
.6
64

　
　
　
　
⑱
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.7
84

　
　【
　
本
　
選
　
】

　
　
　
自
由
曲
（
演
奏
時
間
は
20
～
30
分
程
度
）

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

参
　
加
　
料

【
第
１
次
予
選
】　
20
19
年
10
月
12
日
(土
)

20
19
年
8
月
9
日
（
金
）
必
着

25
,0
00
円

15
,0
00
円

【
第
２
次
予
選
】　
20
19
年
10
月
13
日
(日
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
01
9
年
10
月
14
日
(月
・
祝
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

１
．
日
程
と
開
催
場
所

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
　
　
植
田
 克
己
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、東
京
藝
大
ジ
ュ
ニ
ア・
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長
、上
野
学
園
特
任
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
石
井
 克
典
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
東
京
音
楽
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
奥
田
 佳
道
（
音
楽
評
論
家
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
永
野
 栄
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
講
師
、
福
岡
女
子
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
山
上
 明
美
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
50
万
円
／
第
２
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
30
万
円
／
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
15
万
円

　
　
　
月
光
賞
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
 1
0
万
円
  ※
第
２
次
予
選
で
ソ
ナ
タ
≪
月
光
≫
を
演
奏
し
た
中
で
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
・
賞
金
 5
万
円
　

　
　
　
 ※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
20
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
 　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
 ※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
20
年
3
月
20
日
（
金
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
 ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　
　（
２
）
参
 加
 料
　【
第
１
次
予
選
】　
25
,0
00
円
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【
第
２
次
予
選
】　
15
,0
00
円
　
※
第
１
次
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　（
３
）
申
込
期
間
　
20
19
年
7
月
17
日
（
水
）
～
20
19
年
8
月
9
日
（
金
）　
※
必
着

　
　
　（
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）
を
貼
り
付
け
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
５
）
そ
 の
 他
　
①
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
8
月
末
頃
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ②
宿
泊
先
、
練
習
会
場
等
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
施
設
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ③
期
間
中
は
文
化
会
館
内
に
3
部
屋
練
習
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

２
．
課
 題
 曲

※
月
光
賞
の
対
象

(1
)す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
(2
)進
行
の
都
合
上
、
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。
(3
)注
意
書
き

以
外
の
繰
り
返
し
は
自
由
。
(4
)本
選
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
予
選
、
第
２
次
予
選
で
選
曲
し
た
も
の
を
除
く
。
複
数
曲
で
も
よ
い（
曲

順
は
自
由
）。
出
版
さ
れ
て
い
る
曲
に
限
る
。
楽
譜
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

１
．
日
程
と
開
催
場
所

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ａ
コ
ー
ス

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
19
年
７
月
22
日
(月
)必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

【
　
予
　
選
　
】　
20
19
年
  
9
月
　
8
日
(日
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
01
9
年
11
月
10
日
(日
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

注
意
事
項
（
各
部
門
共
通
）

(1
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
に
入
国
査
証
が
必
要
な
場
合
に
は
、
参
加
者
本
人
の
責
任
で
入
国
査
証
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
査
証
取
得
の
た
め
招
聘

　
  状
等
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
運
営
事
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

( 2
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
時
の
参
加
者
自
身
の
健
康
、
障
害
に
関
す
る
保
険
及
び
手
荷
物
、
そ
の
他
の
所
持
物
に
関
す
る
事
故
、
火
災
、
盗
難
、
破
損
に
関
す
る
保

   
  険
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
本
人
自
身
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

(3
) 本
コ
ン
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
る
全
て
の
演
奏
及
び
式
典
、
審
査
、
関
連
催
事
に
関
し
、
出
場
者
が
有
す
る
放
送
権
、
上
演
権
、
録
音
権
、
録
画
権
、
出
版
権
、

   
  肖
像
権
等
の
諸
権
利
は
、
主
催
者
で
あ
る
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

(4
) こ
の
実
施
要
項
に
関
し
て
発
生
す
る
問
題
は
、
本
要
項
に
基
づ
き
、
か
つ
日
本
の
法
律
に
準
拠
し
て
解
決
さ
れ
ま
す
。

(5
)参
加
申
込
後
の
辞
退
に
よ
る
参
加
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。 

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

【
　
予
 　
選
　
】　
※
①
→
②
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と

【
　
本
　
選
　
】

①
課
題
曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

②
自
由
曲

参
加
料

※
①
と
②
を
合
わ
せ
て
12
分
以
内

※
①
と
②
を
合
わ
せ
て
15
分
以
内

自
由
曲

参
加
料

未
就
学
児
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
2巻
又
は
3巻
（
連
弾
曲
は
除
く
）
2
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

4
分
以
内

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
～
2
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
3
巻（
連
弾
曲
は
除
く
）
2
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

5
分
以
内

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
プ
レ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（
全
音
楽
譜
出
版
）

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
(ヘ
ン
レ
版
)

3
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

6
分
以
内

高
校
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/ 平
均
律
ク
ラ
ヴィ
ー
ア
曲
集
　第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

　
(ヘ
ン
レ
版
又
は
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
原
典
版
)

複
数
曲
可

14
,0
00
円

17
,0
00
円

8
分
以
内

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
よ
り

  任
意
の
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
び
フ
ー
ガ
）

(ヘ
ン
レ
版
又
は
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
原
典
版
)

複
数
曲
可

大
学
,一
般
の
部

14
,0
00
円

17
,0
00
円

12
分
以
内

中
学
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
(ヘ
ン
レ
版
)

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド
又
は
ジ
ー
グ

　
(ヘ
ン
レ
版
)

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/ 平
均
律
ク
ラ
ヴィ
ー
ア
曲
集
　第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

　
(ヘ
ン
レ
版
又
は
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
原
典
版
)

8
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
12
,0
00
円

14
,0
00
円

7
分
以
内

小
学
5,
6
年
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
(ヘ
ン
レ
版
)

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
(ヘ
ン
レ
版
)

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド
(ヘ
ン
レ
版
)
4
分
以
内

（
複
数
曲
可
）

14
,0
00
円

7
分
以
内

12
,0
00
円

（
1）
本
選
で
は
、予
選
と
異
な
る
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
3）
制
限
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、進
行

　
　
 の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）
。
（
4）
本
選
の
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、複
数
曲
で
も
よ
い（
曲
順
は
自
由
）

（
5）
繰
り
返
し
は
す
べ
て
省
略
す
る
こ
と
。

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
楠
本
 隆
一
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
田
中
 美
江
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
宰
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
、
第
２
位
、
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
　

　
　
　
※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
20
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
室
内
楽
演
奏
会（
詳
細
未
定
）
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

　
　
　
　
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
20
年
3月
20
日
（
金
・
祝
）
（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   【
予
選
】　
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  【
本
選
】　
上
記
　
※
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
19
年
7
月
3
日
（
水
）
～
20
19
年
7
月
22
日
（
月
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
8
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「村田浮立」（市重要無形民俗文化財）が行われます 

日   時 令和元年１０月１３日（日）８：３０～１６：００ 

場  所 村田八幡神社（本宮）～江島町石王社（下宮） 

内  容 

村田八幡神社の神幸祭として、村田町と江島町の氏子に

よって奉納され、豊年感謝・無病息災の芸能として行われ

ています。 

２頭立てで舞う「村田町の獅子舞浮立」と江戸時代の大

名行列の様式を残す「江島町の行列浮立」で構成します。 

 

■神移し（８：００頃） 

江島のみこしが村田八幡神社へ行き、みこしに神を移

す。 

■おくだりの行列（８：３０頃～） 

本宮（村田八幡神社）から下宮（江島町石王社）までの

約１．５ｋｍを村田の獅子・はぐま・鉦・太鼓等、江島の

鉄砲・槍等及び２基のみこしで構成する行列で練り歩く。 

■獅子舞の奉納（江島町石王社／到着後） 

 獅子舞は１頭に２人の男子が入る二人立ち形式。子供の

太鼓打ちが舞い青年の鉦が調子を合わせ、獅子つりに操ら

れるように舞います。 

■おのぼりの行列（１３：３０～） 

 下宮（江島町石王社）から本宮（村田八幡神社）まで同

コースを行列で練り歩く。 

■獅子舞の奉納（村田八幡神社／到着後） 

  

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課   ☎８５－３６９５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
男女共同参画セミナー 男性の料理入門 

「メンズキッチン～本格カレーを作ってみよう～」 

日  時 令和元年１０月１９日（土）１０：００～１３：００ 

場  所 田代まちづくり推進センター 

対  象 

市内に居住する男性 

※父と子、祖父と孫などペアでの参加も可 

※子どもは小学生以上 

内  容 

とす男女共同参画市民実行委員会と市は、男性の家事参

加を促進するためのセミナーを開催します。 

ネパール人講師と一緒に、本格的なネパールカレーを作

ります。イクメンならぬカジダン（家事男）目指して参加

してみませんか。 

 

■講師：タパ カドカ サリラ さん 

■内容：ネパールカレーなど 

■定員：３０人（先着順） 

■参加費：無料 

■その他：託児あり（３か月～就学前まで） 

※１０月１１日（金）までに要申込 

当日は、各自エプロンをご持参ください。 

■申込先：市民協働推進課（８５－３５０８）へ 

■主催 とす男女共同参画市民実行委員会、鳥栖市 

 

※この事業は、「2019 年度アバンセ県民グループ企画支援

事業」を活用しています。 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 

 



男男性性  

無無料料  

 

３３００名名  
（（先先着着順順））  

タタパパ  カカドドカカ  ササリリララ  ささんん（（鳥鳥栖栖市市在在住住））  

無無料料、、１１００月月１１１１日日（（金金））ままででにに要要申申込込  

（（原原則則３３ヵヵ月月かからら就就学学前前ままでで））  

 

※※父父とと子子、、祖祖父父とと孫孫ななどどペペアアででのの参参加加もも可可  

※※子子どどももはは小小学学生生以以上上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

とす男女共同参画市民実行委員会/鳥栖市/佐賀県立男女共同参画センター 

お問い合わせ・申込／とす男女共同参画市民実行委員会事務局（鳥栖市市民協働推進課男女参画国際交流係内） 

Ｔｅｌ 0942-85-3508  Fax 0942-83-3310   E ﾒｰﾙ kyoudou@city.tosu.lg.jp 

※お申し込みの際にいただく個人情報は、講座運営のみに使用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

１１００月月１１９９日日（（土土））１１００：：００００～～１１３３：：００００  

田田代代ままちちづづくくりり推推進進セセンンタターー  
鳥鳥栖栖市市田田代代大大官官町町 11995588 番番地地  ☎☎00994422--8822--22770044  

下下記記連連絡絡先先へへおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

※※当当日日はは、、各各自自エエププロロンンををごご持持参参くくだだささいい。。  

とき 

ところ 

～本格カレーを作ってみよう！～

～  
ネパール人講師と一緒に本格ネパールカレーを作ります！！ 

作り方が分かれば、自宅でも本格カレーが楽しめますよ。 

 イクメンならぬカジダン（家事男）目指して参加してみませんか？ 

簡単でおいしい♪ 

 

主催 

ＭＥＮＵ！ 
 

ネパールカレー 

サラダ 

デザート  
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「第１８回とす長崎街道まつり」が開催されます 

日   時 令和元年１０月２０日（日）１０：００～１５：００ 

場  所 
長崎街道（田代八坂神社～鳥栖八坂神社～秋葉神社～轟木

日子神社 の約４㎞） 

対  象 どなたでも 

内  容 

 鍋島藩「轟木宿」と対馬藩「田代宿」の２つの宿場間の

長崎街道を江戸時代の衣装に身を包んだガイドが案内し

ます。田代八坂神社などの各会場では、田代藩札の発行や

通行手形などの販売のほか、茶店、芸能舞台など盛だくさ

んです。 

 侍や町人の衣装を着たガイドが街道を練り歩き江戸時

代にタイムスリップした感覚を味わいながら歴史に触れ

あえる街歩きイベントです。 

■各神社での催し物 

 ・田代八坂神社：芸能舞台、昔遊び、対馬物産市、 

紙芝居、「薬研」体験 

 ・鳥栖八坂神社：芸能舞台、紙芝居 

 ・轟木日子神社：長崎街道パネル展示、紙芝居 

 ・秋葉神社  ：食事処 

■その他イベント 

・えびす巡りスタンプラリー（参加賞あり） 

・忍者をさがせ！（対象：小学生。受付：鳥栖八坂神社、

轟木日子神社）神社に隠れている忍者を探しスタ

ンプを集めて景品をもらおう。 

■各会場をつなぐ無料シャトルバス運行 

■雨天時は中止となる場合があります 

  雨天時連絡先：鳥栖観光コンベンション協会 

         ☎０９４２-８３-８４１５ 

問合せ先 
長崎街道まつり鳥栖実行委員会   ☎８３－８４１５ 

経済部 商工振興課        ☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
「四阿屋神社の御田舞」（県重要無形民俗文化財）が行わ

れます 

日   時 令和元年１０月２０日（日）１３：２０～１４：３０ 

場  所 蔵上老松神社 

内  容 

田植え作業を芸能化した豊作を祈る「御田植祭」として

全国的に行われている祭事のひとつです。 

養父郡の総社である四阿屋神社に奉納する神幸祭とし

て４月１日に奉納されていたが、現在は、秋の行事へと移

行し、蔵上老松神社の「おくんち」の前後の日曜日に行わ

れています。 

 

■御田舞の構成 

 長
おさ

、座
ざ

奉行
ぶぎょう

、申立
いいたて

、種蒔
たねまき

、代踏
しろふみ

、田
とう

童
ど

、田打
た う ち

、鬼
おに

、鼓
つづみ

、

太鼓
た い こ

、先払い、手すきなど総勢３０人以上の男性で構成。 

 

■舞の内容 

３間四方の仮設舞台で行われ、 

 ・木ぐわを持った「田打」の所作 

 ・代かき棒を持った「代踏」の優雅な舞 

 ・早乙女姿の「田童」のあどけないしぐさ 

 ・「鬼」の勇壮な舞 など 

 古式豊かな田植えの舞として貴重なものといわれてい

ます。 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課   ☎８５－３６９５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「こくさいカフェ」を開催します 

日  時 令和元年１０月２０日（日）１４：００～１６：００ 

場  所 フレスポ鳥栖 ウェルカムコート 

対  象 どなたでも 

 

 

 

 

 

内  容 

ＮＰＯ法人ＲＩＦＡと市は、こくさいカフェを開催しま

す。市内に住む外国人とゲームなどを通して、日本語で楽

しく交流します。 

 お知り合いの外国人の方にも一緒に、ぜひ参加してくだ

さい。 

 

■内容：民族衣装体験、バンブーダンスなど 

 

■参加費：無料 

 

■その他：民族衣装を着て参加してください。 

     （持っている人のみ） 

 

■主催 ＲＩＦＡ、鳥栖市 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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International Cafe 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/20 SUN 

14：00 ＳＴＡＲＴ 

Hello！ We are having “international cafe. 

It is an international cultural exchange event. 

Please come and join us！ 

こくさいカフェは、鳥栖市
と す し

に住
す

む日本人
にほんじん

と外 国人
がいこくじん

の 交 流 会
こうりゅうかい

です。 

日本語
に ほ ん ご

で交
こう

流
りゅう

します。みなさん参加
さ ん か

してください！ 

民族衣装体験 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

フォトラリー 

■日時
に ち じ

 ２０１９年
ねん

１０月
がつ

２０日
にち

（日
にち

） 

      １４：００開 会
かいかい

 

■会場
かいじょう

 フレスポ鳥栖
と す

 ウェルカムコート 

■対象
たいしょう

 日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

 

誰
だれ

でも参加
さ ん か

することができます。 

■参加費
さ ん か ひ

 無料
むりょう

 

※持
も

っている人
ひ と

は民族
み ん ぞく

衣装
い し ょ う

を着
き

てください。 

■Time/Date 20 October(Sun.)2019 

          Starts at14：00 

■Place    Welcome court at Frespo-tosu  

■Eligibility Japanese and Foreign residents 

          Anyone can join us ! 

■Cost Free 

※Ｉｆ possible, please wear your national costume． 

各国の音楽 

主 催：鳥栖市、特定非営利活動法人ＲＩＦＡ 

協 力：鳥栖青年会議所、国際ソロプチミスト佐賀-東部 

インタープリティション・ボランティアグループ、まちづくりスポット鳥栖 

問合せ：鳥栖市役所 市民協働推進課 男女参画国際交流係 

TEL：0942-85-3508  FAX：0942-83-3310 E メール：kyoudou＠city.tosu.lg.jp 

ダンス 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
史跡をより身近にするワークショップを開催します 

～勝尾城筑紫氏遺跡をもっと楽しむ方法を見つけませんか～ 

日  時 

葛籠城跡地区 

①10 月 26 日（土）②11 月 2 日（土）③11 月 7 日（木） 

筑紫氏館跡地区 

①12 月 7 日（土）②12 月 14 日（土）③12 月 19 日（木） 

※土曜日 9:00～12:00、木曜日 19:00～21:00 計 6 回 

集合場所 四阿屋神社前駐車場（木曜日については鳥栖市役所） 

対  象 市内外のすべての方 

内  容 

昨年度に引き続き、勝尾城筑紫氏遺跡（国史跡）の活用方法

を検討するワークショップを開催します。 

前回は史跡の保存活用を検討して、史跡に親しみ、楽しむた

めの様々なアイデアをいただきました。環境整備からイベント、

ＰＲ方法など多くのご意見の中で、実践できることについては、

適時、実施してきました。 

前回のワークショップで議論した内容をもとに、今回は葛籠

城跡地区・筑紫氏館跡地区の 2 カ所の現地に入り、これまでの

アイデアやご意見を検証します。また、現地を見て触れること

で新たなアイデアが生まれると思われることや、年２回行って

いる史跡の見学会などで今まで以上にわかりやすい見学ルート

の策定など、史跡の保存活用に活かしていくことを目的として

います。 

■申し込み方法 

１０月２５日（金）までに電話（８５－３６９５）または 

メール（syogai@city.tosu.lg.jp）で生涯学習課まで。 

 ※都合が良い日だけの参加も可能です。 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課 ☎８５－３６９５ 
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空堀・土塁？筑紫氏っ
て誰？

勝尾城って？

勝尾城筑紫氏遺跡をもっと

楽しむ方法を見つけませんか？

親しみのある場所にするには…どんな方法があるのだろう？

史跡の活用を検討するワークショップを葛籠城跡地区・筑紫

氏館跡地区で開催します〈現地〉

鳥栖市の北西部の山の中には、戦国時代の城館遺跡「勝尾城筑紫氏遺跡（国史跡）」が
今から 430 年前の姿で今に残ります

◯開催場所・開催時間
筑紫氏館跡地区 開催時間

③12月 19 日（木）
②12月 14 日（土）  
①12 月 7 日（土）    

③11 月 7 日（木）
②11月 2 日（土）
①10月 26 日（土）

◯集合場所　四阿屋神社前駐車所（牛原町）
11月 7日（木）、12月 19 日（木）は鳥栖市役所会議室

◯申  込  み　10 月 25 日（金）までに生涯学習課へ電話かメールで
☎0942-85-3695　メール syogai@city.tosu.lg.jp

※ご都合の良い日だけで大丈夫です

　ぜひ、おいでください。

わかりやすい案内板があるといいな

新しい見学ルートがほしい

たくさんの木や竹を
有効活用！

インスタ映えする場所が欲しい

勝尾城筑紫氏遺跡整備活用ワークショップ２

葛籠城跡地区

（土）　9時～ 12 時
（木）19時～ 21 時
（全 6回）
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「藤木の獅子舞」（市重要無形民俗文化財）が行われます 

日   時 令和元年１０月２７日（日）１０：００～１２：３０ 

場  所 藤木宝満神社～藤木町公民館（下宮） 

内  容 

基肄養父
き や ぶ

地域で伝えられている前後２人の獅子役一体

となって演舞する獅子舞で、文化 7 年（西暦 1810 年）の

銘を持つ鉦が残されており、近隣する曽根崎や神辺、牛原

の獅子舞などと影響し合いながら伝承されてきました。 

明治 15 年以前までは、藤木宝満神社をはじめ、四阿屋

神社の神幸祭にも奉納されていたが、戦時中の中断の後、

昭和 58 年に復興し、毎年 10 月の第 4 日曜日に行われてい

ます。 

 

■演舞の構成 

 獅子舞（雄獅子、雌獅子、つり合い獅子） 

道囃子（鉦と太鼓） 

 

■演舞の内容 

 鉦と太鼓の伴奏にて、童子の「獅子つり」につられるよ

うに演舞します。 

 下宮である藤木町公民館で演舞ののち道行
みちゆき

し、藤木宝満

神社で演舞し奉納します。 

 この他に、次世代への継承を目的として、子ども会によ

る「子ども獅子舞」や小学生による「ボンテン踊り」も行

います。 

 

問合せ先 教育委員会事務局 生涯学習課   ☎８５－３６９５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
「とすにほんごひろば ～とりんす～ 」消防署で緊急時の

対応方法について学びます 

日   時 令和元年１０月２７日（日）１０：３０～１２：００ 

場   所 鳥栖・三養基地区消防事務組合 

 

 

 

 

 

内  容 

市では、１８歳以上の外国人の方を対象に日本語教室

「とすにほんごひろば～とりんす～」を開催しており、今

回は外国人と日本語サポーターで消防署を訪問します。 

当日は、消防車両の見学や消火器の操作等を体験し、火

事や急病などの緊急時にどのような行動をとればよいの

かを学びます。 

 

■「とすにほんごひろば～とりんす～」の概要 

・開催日：１カ月に２回開催 

（日曜日１０時３０分～１２時） 

 

・場 所：とす市民活動センター 

 

・その他：普段の活動の様子やお知らせは、フェイスブッ

ク「とすにほんごひろば～とりんす～」で見る

ことができます。 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 第５８回鳥栖市民文化祭～とすフェス～が開催されます 

日  時 令和元年１１月２日(土)、３日(祝・日)、１３日（水） 

場  所 市民文化会館、市民体育館 

内  容 

愛称「とすフェス」の名前を冠している鳥栖市民文化

祭は、世代を問わず日頃から文化芸術活動に熱心に取り

組まれている皆様に磨かれた技や感性を存分にご披露い

ただく場として、長年親しまれています。今年も、多く

の方々に寄せられた作品・演目をじっくりとお楽しみい

ただけます。 

多彩な演目の舞台発表、小中学生や高校生、一般によ

る作品展、体験コーナー、ちびっこぬり絵展、スタンプ

ラリー、物産展、お茶会など盛りだくさんの内容となっ

ています。 

ぜひ、それぞれの会場を訪ねて、由緒ある伝統文化と

新しい世代の元気溢れる文化芸術の素晴らしさを体感し

てください。 

■主な催し（詳細は別紙チラシを参照ください） 

・第 58 回鳥栖市民文化祭～とすフェス～式典 

〔市政功労者表彰式、芸術文化賞授賞式（2 日）〕 

・舞台発表（2～3 日） 

・作品展（2～3 日） 

・第 36 回鳥栖基山地区小中学校音楽祭（13 日） 

■同時開催 

・防災フェスタ（2 日）：消化体験、はしご車体験等 

・花とみどりの祭り（3 日）：園芸教室、苗木の配布等 

・鳥栖・ツァイツ子ども交流事業等報告会（3 日） 

問合せ先 健康福祉みらい部 文化芸術振興課 ☎８５－３６４５ 
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鳥栖・ツァイツ子ども交流事業 及び 

海外日本庭園修復モデル事業報告会 

 

 

 

■日 時 

令和元年１１月３日（日）１１：００～１２：００ 

 

■場 所 

市民文化会館ホワイエ 

 

■概 要 

今年度行った友好交流都市であるツァイツ市との交流等についての

報告会を開催 

 

■内 容 

・子ども交流事業に参加した団員が、体験したことや感じたことを報告 

・ツァイツ市やドイツ文化などについて紹介 

・鳥栖市緑化協力会による日本庭園修復事業に関する報告 

 

■その他 

２つの事業の様子を展示するパネル展を実施 

期間 １１月２日（土）～３日（日） 

場所 市民体育館 

 

 

 

（主 催） 

鳥栖市 市民環境部 市民協働推進課 男女参画国際交流係 

（８５－３５０８） 
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